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研究成果の概要（和文）：発達性協調運動症（DCD）児の支援における評価観点の検討を行うために、実際の支
援場面から、児の運動パフォーマンスの過程と変化を分析した。DCD児は遂行過程で、画面で得られる二次元情
報と、実際の動作での三次元情報との往還処理につまづきがみられた。この特性をふまえ、Roth et al.(2011)
を参考に、支援実践を試行した。すなわち、パフォーマンスの知識の付与する機会を極力減らし、児が失敗を気
にしないほど数多くの試行機会を保障し、自らの動きの自然な自己受容を促すことをねらった支援を行った。こ
の支援実践は、今後もさらなる検証やデータの蓄積が求められるものの、試行自体は有用であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：In order to examine the evaluation perspectives of special needs educational
 supports for children with developmental coordination disorder(DCD), we analyzed the process and 
the change of the child's motor performance.They had stumbled into processing between 
two-dimensional information obtained by the screen and the three-dimensional information in their 
action, so it may be presumed one factor of their poor performances. Based on these results and Roth
 and his colleague's reports, we tried to intervene for them. We took into consideration of four 
points for this intervention. That is, 1)to reduce the chance of giving the knowledge of 
performance, 2)to prepare a lot of trial opportunities so as not to worry about the failure, 3)To 
promote the natural self-acceptance of the movement, and 4) to give enjoyable and interesting time 
for them. Although further verification and data accumulation were expected in the future, it 
suggested that trials were considered useful.

研究分野：特別支援教育

キーワード： DCD　運動パフォーマンス
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１．研究開始当初の背景 
知的障害児・発達障害児によくみられる動
きの不器用さ（physical awkwardness）は、
運動協応性（motor coordination）の困難と
して表面化する。例えば、吃との関連（例え
ば Orton, 1937）をはじめとして、既に 19
世紀後半から報告がみられる。また、自閉症
スペクトラム障害（以下 ASD）や注意欠陥多
動性障害（以下 ADHD）、学習障害（LD）を
抱える子どもの多くに、動きの不器用さがみ
られることは、臨床現場のなかではよく指摘
されることでもある。しかしそれらの議論は、
動きの不器用さを障害の副症状として扱っ
ているにすぎず、主症状として扱われはじめ
たのは、英国の小児科医 Walton による
“clumsy children”の報告（Walton, et al., 
1975）以降である。 
アメリカ精神医学会は DSM-III-R 以後、
発 達 性 協 調 運 動 症 （ developmental 
coordination disorder：以下 DCD）を、動き
の不器用さを主訴とした発達障害としてい
る。すなわち、明白な神経・筋系の障害がみ
あたらず、かつ本人の意欲や努力にもかかわ
らず、生活年齢や知能から推測される水準よ
りも低い運動協応性に伴って日常生活や学
業に困難を示している症状である。その発見
率も各国により違いがあるが 5～15%とされ
ており（Cermak, 2002；増田・七木田, 2002）、
知的障害や他の発達障害との合併率も高い
（Jongmans, 2005）。 
ただ日本国内では、DCDが、ASDやADHD、
LD のように発達障害者支援法の定義に直接
扱われてはおらず“その他条例に定めるも
の”の一部に含まれていることもあり、先行
文献での指摘（例えば増田・石坂, 2013など）
のように医療・教育関係者間にも十分に認知
されていない。さらに例えば、動きの不器用
さの議論の全てが屋内遊びの増加や生活課
題の直接体験不足などに代表される社会病
理（例えば矢田貝, 1984, 1986）、あるいは幼
児個人の気質と家庭環境との関係（中西 , 
1992; 上村・田島, 1992）のなかで扱われ、
なかには加齢とともに消失する（山中, 1992）
と楽観的に断定されることさえあった。すな
わち、特別支援教育における動きの不器用さ
の議論は、これは古くて新しい問題といえ、
その評価やその後の支援についての議論は
未確立といってよい。 
 
２．研究の目的 
幼児期・小学校低学年期（以下幼年期）の
子どもは、運動遊びをとおして、多くの基本
的動作を獲得したり、自身の身体部位や動き
の可能性を学んでいる（佐々木 , 2003）。
Jasmin et al.（2009）は身体運動面の発達支
援が彼らの日常生活の自立支援につながり、
かつその後の発達を促す基盤を形成すると
指摘する。だが、Cantell ら（1994）の報告
でも DCD の予後は芳しくなく、運動困難に
よる遊び・学習・生活活動の阻害に留まらず、

その後の自尊心低下をはじめとする心理的
影響は非常に大きいと指摘されている。換言
すれば、DCD 支援につながる有益な手立て
は待ったなしの状況で求められており、また
それが得られることで教育現場での DCD 理
解も深まることが期待される。 

DCD の主症状である動きの不器用さは、
単一の様相を示すわけではなく多様な姿と
して表面化するものの、運動協応性（motor 
coordination）の困難であることに加え、年
齢相当から期待される場に応じた行動がと
れていない点でも共通する。状況に応じたよ
り合目的的で効率的な運動パフォーマンス
を企画しようにも、実生活のなかで呈示され
る刺激は常に多様で複雑でありまたそのタ
イミングも一定であるとは限らないため、そ
の調整や適応に失敗しているために、動きの
不器用さが生じていると考えられる。DCD
のある幼児の非効率な運動パフォーマンス
の背景について、運動に関係する認知的基盤
の乏しさが疑われ、新奇な状況への対応の遅
れが指摘されるなど、いくつかの研究報告も
ある（Henderson, 1989；七木田・増田 , 
2003；増田, 2002, 2004, 2009）。 
 渡邊ら（2014）は、知的障害特別支援学校
小学部の体育授業内に運動協応性（motor 
coordination）を取り入れた実践を報告した。
その実践では、教師が、子どもたちの活動へ
の動機付けや自発的活動の促進において非
常に有効と実感できた一方、教師による子ど
もの実態把握や評価観点の設定が難しく、子
どもたちがどう動けばいいかという道筋の
イメージの教示を教師が与えにくくなり、授
業づくりが難しいことが指摘されている。こ
の指摘は、前述の多様な刺激の調整・適応が
困難な点をどう克服するかという問題と共
通すると思われる。 

DCD を主症状とした支援を考えれば、運
動協応性（motor coordination）へのアプロ
ーチが中核となる。その際、単純に実践を試
みるに留まらず、DCD を示す幼児・児童の
運動パフォーマンスを成果からでは無く過
程から捉え、実際の保育者・教師が使用する
評価観点として支援にどう活かしていくの
かが残された実用的課題になる。すなわち、
保育所・幼稚園や特別支援学校等での支援実
践において、発達性協調運動障害が疑われる
子どもへのコーディネーション運動支援を
組み込み、参加児の運動パフォーマンスの過
程を分析しながら、保育者・教師における実
態把握や評価の観点を見出すことを目的と
して、学校現場で使用しやすい一般的なDCD
指導ガイドライン作成につなげていくこと
を志向したい。 
 
３．研究の方法 
本研究に関わるキータームとして、不器用
さ（clumsiness or physical awkwardness）・
DCD（発達性協調運動障害；developmental 
coordination disorder）・障害児者の身体活動



（adapted physical activity）・運動協応性
（motor coordination）と定め、文献研究を
行った。 
あわせて、特別な教育的支援を要する児に
対し、コーディネーション運動支援を取り入
れた授業実践の分析と検証を行うこととし
た。その際、子どもの運動パフォーマンスの
過程分析をとおして保育者・教師による評価
ポイントを抽出し、DCD 支援のガイドライ
ン作成の一助につなげることを志向するこ
ととした。 
対象となったのは、A大学教育学部附属特
別支援教育センター教育相談参加児及び A
大学教育学部附属特別支援学校小学部児童、
A大学近隣の B保育所年長児、C市児童セン
ターにて放課後児童等支援をうけている小
学生のうち、倫理的配慮における所定の手続
きを踏み同意を得られた幼児・児童である。
医療機関等で DCD またはその疑いの診断を
得られている 25 名と、比較対照となった
DCD 等の発達障害や知的障害の診断がない
幼児・児童 121名の結果を分析した。 
 
４．研究成果 
平成 27 年度に行った文献検討をふまえ、
平成 28 年度以降、保育所・学校等教育現場
における実践の記録とその分析に着手した。
実際の発達障害児療育支援場面の継続的記
録により、児の運動パフォーマンスの過程と
変化を動画分析により可視化する作業を、統
制群と比較するデザインにて研究をすすめ
た。さらに、児の動きとコンピュータ上のキ
ャラクターの動きとをwebカメラで連動させ
るアプリケーション（"Timocco"、クレアク
ト社）を用いて、そこでの動きの分析結果を
随時評価として活用した。その結果、結果志
向での分析では DCD 群・統制群とに際立った
差が見当たらなかったものの、質的な側面で
DCD 群に非効率な動きが確認された。なかで
も DCD 群は、画面で得られる教示の二次元情
報（上下の動き）と、実際に動作を行う際に
得られる三次元情報（前後の動き）とを往還
させて処理する場面において、大きなつまづ
きがみられたことが確認された。このような
空間認識と心的回転（mental rotation）の
困難が、DCD が疑われる子どもの運動パフォ
ーマンスの成果・過程に大きく影響している
ことが考えられた。 
この特性をどう支援につなげるかが重要
と考え、健常児の地域スポーツクラブでの支
援を報告した Roth et al.(2011)を参考に、
支援ポイントを探るための実践の試行を行
った。つまり、パフォーマンスの知識を与え
たり方法を教示したり模倣させたりする機
会を極力減らすとともに、児が失敗しても気
にしないほど数多く取り組める機会を保障
し、多数のボールを用いて運動パフォーマン
スにおける適切な身体の動きのための自然
な自己受容を促すようにする働きかけとし

た。さらに自発的な動きを引き出すため、楽
しさを強調するような声かけを行った。これ
は児の活動への満足度も高く、今後もさらな
る検証やデータの蓄積が求められるものの、
支援における評価観点の方向性として有用
と考えられた。 
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